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平成 29 年度 第 284 回教育研究審議会議事要録 

 
日 時  平成 30 年 2 月 13 日（火）13:30～15:10 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室  
出席者  松尾学長、柳井副学長、梶原副学長、二宮副学長、中尾副学長、田上事務局長、 
 大平外国語学部長、朱経済学部長、田部井文学部長、小野法学部長、眞鍋地域創生学群長、 
 龍国際環境工学部長、日髙基盤教育センター長、八百社会システム研究科長、 

任マネジメント研究科長、今泉学生部長、田村教務部長、後藤入試広報センター長、 
 佐藤情報総合センター長、廣渡評価室副室長 

配布資料    1-1  退職届（文学部） 

      1-2-1 教員採用選考報告書（外国語学部）    

      1-2-2 教員採用申請書（外国語学部） 

      2-1  特任教員の選考について（国際環境工学部） 

      2-2  特任教員の選考について（社会システム研究科） 

      3-1   平成29年度計画の実施状況及び平成30年度計画（素案） 
      3-2  平成30年度計画（素案）の施策数及び策定スケジュール 

      3-3  所管組織一覧表 

      4   国際環境工学部の入学定員及び学科名称並びに国際環境工学部研究科の 

入学定員の変更について 

      5     規程の改正について 

            6     大学院マネジメント研究科教育課程連携協議会の設置について 

      7   北九州市とのスポーツ振興等に関する包括連携協定の締結 

      8      平成 29 年度学生表彰について 

      9   各種委員会等の委員の選出について 

       10   学内競争的研究費の見直しについて 

      11  「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT）」enPiT-Pro の 

共同実施協定書の締結について 

      12   北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 
  

第１号 教員の人事について 

 ＊ 資料 1-1 のとおり、文学部からの申請に基づき岩本真理子教授の平成 31 年 3 月 31 日付けでの退職 

  について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料1-2のとおり、新英米学科開設準備室専任教員採用人事について、選考委員会から適任者が得

られなかった旨の報告、及び同室からの申請に基づき、経営戦略分野担当教員1名の採用申請につい

て提案。 

  

○ 第 278 回教育研究審議会（平成 29 年 11 月 7 日開催）において承認された同室専任教員人事につい

て、選考委員会の選考の結果、適任者が得られなかったため、改めて採用申請を提案するもの。本申

請では実務教員該当を有とし、採用時期を平成 30 年 7 月 1日としたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

（議案承認の後、選考委員会を設置） 
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第２号 特任教員の選考について 

 ＊ 資料 2-1 のとおり、国際環境工学部の特任教員 1名の選考について提案。 

   

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 ＊ 資料 2-2 のとおり、社会システム研究科の特任教員 4名の選考について提案。 

   

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第３号 平成30年度計画（素案）について 

＊ 資料 3のとおり、平成 30 年度計画（素案）について提案。 

   

○ 平成30年度計画（素案）について、記載内容を確認のうえ、意見があれば2月22日までに経営企画 

課へ提出してもらいたい。意見を集約後、3月13日の教育研究審議会及び3月22日の役員会・経営審議 

会に提案する予定である。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第４号 国際環境工学部の入学定員及び学科名称並びに国際環境工学研究科の入学定員の変更につ

いて 

 ＊ 資料 4 のとおり、国際環境工学部の入学定員及び学科名称並びに国際環境工学研究科の 

入学定員の変更について提案。 

  

 ○ 近年の志願状況や平成31年度のカリキュラム再編をにらみ、国際環境工学部建築デザイン学科定員 

  の5名増、情報メディア工学科の情報システム工学科への名称変更、国際環境工学研究科の博士前期 

  課程定員の10名減員及び博士後期課程の10名増員を行うこととし、学則改正を行うもの。 

 ● 平成31年度の変更とのことだが、国際環境工学研究科の博士前期課程の定員減は、2年前告知には 

  該当しないのか。 

 ● 大学院課程の定員減であること、また、志願状況を見て、実情に合わせる変更なので問題はないと 

  考える。 

 ● 今後の内部質保証の取組で、学生の受入等も適正に管理していくことが必要になるので、よろしく 

  お願いしたい。 

 ● 大学院については、留学生が増えているとの指摘があった。留学生の住むところを確保していくの 

  は大きな課題である。国際交流会館の建設など、経営面からも配慮をお願いしたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第５号 大学院社会システム研究科規程の改正について 

＊ 資料 5のとおり、大学院社会システム研究科規程の改正について提案。 

  

○ 平成 30 年度の授業科目の開設及び廃止に伴い、研究科規程別表の一部を改正するもの。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 
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第６号 大学院マネジメント研究科教育課程連携協議会規程の新設について 

＊ 資料 6のとおり、大学院マネジメント研究科教育課程連携協議会規程の新設について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第７号 「大学と北九州市によるスポーツの振興及びスポーツによるまちのにぎわいづくり並びに人材

育成等に関して連携・協力するための包括連携協定」にかかる協定書締結について 

＊ 資料 7 のとおり、「大学と北九州市によるスポーツの振興及びスポーツによるまちのにぎわいづく

り並びに人材育成等に関して連携・協力するための包括連携協定」にかかる協定書締結について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第８号 平成 29 年度学生表彰について 

＊ 資料 8のとおり、平成 29 年度の学生表彰について提案。 

 

● 今回表彰予定の団体は、学内の団体か。学外の団体であれば、本学学生でない者も含まれると思う

が、学生表彰である以上、その点は問題ないか。何らかの基準を設けるか、個人で表彰したほうが良

いのではないか。 

● 当該団体は、本学の学生でない者も含むが、立ち上げから運営まで地域創生学群の学生が中心とな

って行っているため、推薦されたものだと思う。 

○ 今後検討して、個人名で表彰すべきということであればそうしたい。 

  

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 
 
報告 
① 各種委員会等の委員の選出について、資料 9のとおり報告があった。 
② 学内競争的研究費の見直しについて、資料 10 のとおり報告があった。 
③ 「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成(enPiT)」enPiT-Pro の共同実施協定書締結に

ついて、資料 11 のとおり報告があった。 
④ 教員の海外出張について、資料 12 のとおり報告があった。 
⑤ 次回の審議会を平成 30 年 2 月 28 日（水）に開催する予定である旨、報告があった。 


